
【取組内容①】「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」

札幌市立中央中学校（札幌市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

【実践例①】第１学年 特別活動の時間「GIGAでできること発表会」
新入生（複数の小学校から入学）の情報活用能力実態把握と、今後の
授業でGoogleスライドを生徒全員が使用できること、自身のことを仲
間に紹介し、自他の個性を理解し尊重できることをねらい、本活動を実
施した。生徒は、自分の得意なことや興味のあること、GIGAでできる
ことを仲間に紹介していた（内容は、下記□内参照）。教師が、生徒の
情報活用能力の実態を把握できたこと。Googleスライドを各教科共通
で使用できるようになったこと、入学当初の仲間づくりや学級づくりの
一助となったことが成果である。

【実践例②】情報活用能力育成指標の作成と活用
パートナーの小学校と協働で９年間で生徒に身に付けさせたい「情報活用能力育成指標」を作成し、定期的に児童生徒にセ
ルフチェックしてもらっている。中学校では、各教科の授業の際に授業者が状況を把握することで、効果的なICTの活用が可
能になることや、他教科の取組状況を確認できることにより、教師の中に教科横断的な視点が養われることが期待される。今
年度後期の本格的実施を予定している。

【生徒の発表内容】
プログラミングでゲーム作成・Ｇｏｏｇｌｅスライドで好きなこと紹介・Google earthの使い
方・プレゼンテーションの仕方解説・ミュージックラボで曲作り・スプレッドシートの使い
方・ジャムボードの使い方・オリジナルクイズ・Googleサイトの作り方・jamboardの使い
方・Googleformsの使い方等


